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Ⅳ 農村づくりの考え方 

 

基本理念                               

 

いきいきとした農業・農村の継続 

 

当市は、目指すべき将来の都市像として「住みよいまち日本一 健康田園文化都

市・しばた」を掲げています。 

「住みよいまち」を実感するためには、何よりも心身の「健康」が重要であり、

健康であるためには、肥沃な大地と豊かな水をたたえた「田園」から生み出される

安全・安心な食や自然環境を大切にしながら、家族との団らんや地域の仲間との交

流などから人と人との心の絆を深めることも必要です。また、農業をはじめとする

食に関連する分野を産業として高めつつ、城下町や各地域に伝わる「文化」を継承・

発展させていくことも求められています。 

このような視点に立って農業・農村の発展を図っていくためには、生産に魅力と

生きがいを感じることができる、産業として成り立つ農業を確立するとともに、農

村が有する自然環境や田園景観を守りながら、人口減少を食い止め、地域の活性化

にもつながるよう、安らぎと潤いのある、住みよい生活の場を作っていくことが課

題となっています。 

こうしたことから、農業・農村の発展を目指し、「生産」「自然」「生活」の３つ

の柱を基本として、将来の農業・農村の将来像を描いていきます。 

 


